
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする
　　医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、
　　円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

長野市民病院広報誌

あした元気になあれ　2007.1.15

第23号
平成19年１月15日

大岡から望む北アルプス（写真：北原啓祐）
年
頭
に
あ
た
っ
て

事
務
部
長　
　

戸
井
田　
　

易

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
開
院
以
来
十
二
年
目
と
な
り
、
患
者

様
に
優
し
い
病
院
を
目
指
し
て
職
員
一
同
日
夜
励
ん

で
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
四
月
に
診
療
報
酬
の
切
り
下
げ
が
行
わ
れ
、

病
院
経
営
は
厳
し
さ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

患
者
様
中
心
の
病
院
を
目
標
と
し
て
い
る
市
民
病
院

は
、
従
来
の
患
者
様
十
人
に
看
護
師
一
人
の
体
制
を

昨
年
十
月
か
ら
七
対
一
の
体
制
と
し
、
よ
り
手
厚
い

看
護
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
急
性
期
入
院
医

療
に
診
断
群
分
類
を
用
い
た
包
括
払
い
方
式（
Ｄ
Ｐ

Ｃ
）を
採
用
し
、
患
者
様
の
負
担
軽
減
と
医
療
水
準

の
向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
が
ん
の

高
度
医
療
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
当
院
が
厚
労
省

の「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」に
指
定
さ
れ
る

こ
と
が
内
定
し
ま
し
た
の
で
、
病
院
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
経
済
至
上
主
義
に
よ
る
効
率
的
運
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
あ
ま
り
、
本
来
病
院

が
有
す
る
患
者
様
本
位
の
運
営
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
最
高
水
準
の
質
の
高
い

専
門
医
療
と
い
つ
で
も
円
滑
に
対
応
す
る
救
急
医
療

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
と
安
心
が
い
た
だ

け
る
、
温
か
く
親
切
な
、
し
か
も
健
全
経
営
と
職
員

の
働
き
甲
斐
の
あ
る
、
命
を
大
切
に
し
た
品
格
の
あ

る
病
院
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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トリアージ訓練

消火訓練

本部報告訓練

患者搬送訓練

避難訓練

トリアージ訓練

　

平
成
18
年
11
月
10
日
㈮
の
14
時
30
分
か

ら
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
日
昼
間
に
長
野
市
北
部
を
震

源
地
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.2
の
大
地

震
が
発
生
し
、
多
く
の
被
災
患
者
の
診
療

に
あ
た
る
と
の
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
病
棟
で
電
気
ス
パ
ー
ク
に
よ

る
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
各
部

署
・
担
当
の
対
応
訓
練
と
、
地
域
住
民
も

含
め
た
救
護
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
職
員
、
看
護
学
生
の
皆
さ

ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
近
隣
地

区
の
区
長
会
長
さ
ん
、
増
改
築
建
設
現
場

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
市
消
防
局
柳
原
分
署
か
ら
救

急
車
、
消
防
車
等
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
院
内
緊
急
放
送
、
被
災
状

況
確
認
、
行
政
機
関
等
へ
の
防
災
無
線
連

絡
、本
部
・
ト
リ
ア
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
設
置
、

各
診
療
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
治
療
訓
練
等
を
行

い
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
初
め
て
の
総
合

防
災
訓
練
と
い
う
こ
と
で
緊
張
感
を
持
っ

て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

途
中
で
、
緊
急
事
態
発
生
に
よ
る
職
員

招
集
コ
ー
ル
（
コ
ー
ド
ブ
ル
ー
コ
ー
ル
）

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
火
災
発
生

に
よ
る
通
報
、
消
火
、
本
部
設
置
、
避
難

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
だ
っ
た
の
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
苦
労
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
に
柳
原
分
署
長
さ
ん
か
ら

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
災
害
は
何

時
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
今
回
の

よ
う
な
訓
練
を
か
さ
ね
、
常
に
緊
張
感
を

も
っ
て
臨
む
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

最
後
に
、
備
蓄
食
糧
の
試
食
を
行
い
ま

し
た
。
想
像
し
た
よ
り
美
味
し
い
と
の
感

想
で
し
た
が
、
で
き
れ
ば
使
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

総
合
防
災
訓
練
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知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識

22
　

膝
関
節
は
、
体
中
に
140
程
あ
る
関
節
の
う

ち
最
大
の
関
節
で
す
。
大
腿
骨
、
脛
骨
、
膝

蓋
骨
の
3
つ
の
骨
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
接
触
す
る
部
分
で
は
骨
は
関
節
軟
骨
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
関
節
軟
骨
は
コ
ラ
ー
ゲ

ン
、
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
硫
酸
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
そ
の
摩
擦
係
数
は
０
・
０
０
１
か
ら

０
・
０
０
５
７
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

氷
を
す
べ
る
ス
ケ
ー
ト
の
刃
よ
り
も
低
い
数

字
で
す
。

　

成
人
の
関

節
軟
骨
に
は

神
経
が
無
い

た
め
、
正
常

な
状
態
で
は
痛
み
を
感
じ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

加
齢
等
に
よ
り
徐
々
に
軟
骨
が
磨
り
減
っ
て

骨
が
剥
き
出
し
に
な
る
こ
と
で
、
痛
み
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

次
に
、
整
形
外
科
に
お
け
る
膝
の
治
療
の

流
れ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
て
ど
の
程
度

の
膝
の
変
形
な
の
か
を
確
認
し
ま
す
。
軽
症

の
も
の
は
保
存
的
治
療
、
重
症
の
も
の
は
手

術
療
法
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
で
す
。

　

保
存
的
治
療
に
は
、
運
動
療
法
、
理
学
療

法
、
薬
物
療
法
等
が
あ
り
ま
す
。
運
動
療
法

の
基
本
は
筋
力
強
化
と
可
動
域
訓
練
（
膝
の

曲
げ
伸
ば
し
訓
練
）
で
す
。
筋
力
強
化
は
膝

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
行
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
膝
を
ま
っ
す
ぐ
に

伸
ば
し
た
ま
ま
、
足
を
10
〜
20
回
上
げ

下
ろ
し
す
る
大
腿
四
頭
筋
訓
練
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
歩
き
す
ぎ
は
禁
物
で
す

が
、
1
日
30
〜
60
分
程
度
の
歩
行
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
可
動
域
訓
練
は
膝
を

曲
げ
た
り
伸
ば
し
た
り
す
る
運
動
で
す

が
、
お
風
呂
で
温
め
な
が
ら
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

以
上
で
も
か
な
り
膝
の
痛
み
は
軽
減

さ
れ
ま
す
が
、
不
十
分
な
場
合
に
は
薬

物
療
法
も
併
用
し
ま
す
。
消
炎
鎮
痛
剤

の
内
服
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
関
節
内
投

与
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
最
近
よ
く
質

問
さ
れ
る
の
が
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
等
サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
内
服
で
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
そ
の
効
果
に
対
し
て
は
は
っ
き
り

と
し
た
評
価
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
関
節

内
へ
の
直
接
投
与
で
は
痛
み
に
対
す
る

あ
る
程
度
の

抑
制
効
果
が

あ
る
よ
う
で

す
が
、
経
口

的
に
摂
取
し

ま
す
と
消
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
十
分
量

の
コ
ン
ド
ロ
イ
チ
ン
が
膝
関
節
に
は
届

か
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
保
存
的
治
療
で
も
症
状
が
悪

化
す
る
場
合
に
は
手
術
が
行
わ
れ
ま

す
。
比
較
的
軽
症
の
も
の
に
は
関
節
鏡

手
術
、
重
症
で
も
若
年
者
の
場
合
に
は

骨
切
術
、
重
症
か
つ
高
齢
者
の
場
合
に

は
人
工
関
節
置
換
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
適
応
に
は
専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
な
る
た
め
、
主
治
医
の
先

生
と
よ
く
相
談
の
上
、
決
め
て
頂
い
た

方
が
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

増改築工事が本格化しました
　１００床増床、救急センター開設等を目的とした増改築工事が本格的に始まりました。
指定管理者制度がスタートしました
　地方自治法の一部改正により、㈶長野市保健医療公社が長野市民病院の指定管理者に指定されました。
はづきの図書コーナーを設置しました
　ボランティア団体「はづきの会」による患者様用の図書コーナーを設置しました。
紹介・相談支援センターを開設しました
　かかりつけ医等との紹介・逆紹介、セカンドオピニオン外来、がん診療等の各種相談の窓口として、紹介・

相談支援センターを開設しました。
診断群分類別包括評価制度（DPC）を導入しました
　病気や状態によって、投薬代や検査代等が包括された１日あたりの定額を基に入院医療費を計算する制度

を導入しました。

７：１看護体制を取得しました
　患者様７名に対し看護師１名という手厚い看護体制が実現しました。
総合防災訓練を実施しました
　長野市北部の大地震を想定した、初めての本格的な防災訓練を実施しました。
映画「転校生」の撮影に協力しました
　当院で、大林宣彦監督による映画「転校生」の撮影が行われました。（今夏公開予定）

第１回院内研究発表会を開催しました
　職員が学会等で発表した研究成果を、院内でも発表する第１回院内研究発表会を開催しました。
地域がん診療連携拠点病院の指定が内定しました
　厚生労働省が指定する地域がん診療連携拠点病院の指定が内定しました。

1月

4月

6月

7月

10月

11月

12月

平成18年を振り返って、長野市民病院10大ニュースを紹介します。

整
形
外
科
科
長
　

山
　

田
　

誠
　

司

「
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
」

「
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
」

「
膝
の
痛
み
に
つ
い
て
」
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昨
年
11
月
、
日
本
を
代
表
す
る
映

画
作
家
の
一
人
で
あ
る
大
林
宣
彦
監
督

が
、
長
野
市
を
舞
台
に
新
作
映
画
の
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。
撮
影
さ
れ
た
の
は

「
転
校
生 

さ
よ
な
ら　

あ
な
た
」。
広

島
県
尾
道
市
を
舞
台
と
し
た
大
林
監
督

の
代
表
作
「
転
校
生
」（
１
９
８
２
年
）

の
リ
メ
イ
ク
作
品
で
、
思
春
期
の
男
女

の
心
と
体
が
、あ
る
日
突
然
入
れ
替
わ
っ

て
し
ま
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

長
野
市
民
病
院
が
撮
影
場
所
と
な
っ

た
の
は
、「
な
が
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」（
長
野
市
内
に
お
け
る
映
画

撮
影
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
非
営
利
組
織
）

を
通
じ
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
地
域
の
文
化
活
動
に
貢
献

す
る
た
め
、「
主
人
公
が
入
院
す
る
病
院
」

と
い
う
設
定
で
撮
影
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

院
内
で
の
撮
影
は
延
べ
5
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
、
大
林
監
督
を
筆
頭
に
、

主
人
公
を
演
じ
る
蓮
佛
美
沙
子
さ
ん
、

院
長
役
の
ベ
テ
ラ
ン
長
門
裕
之
さ
ん
ら

の
俳
優
陣
、
そ
の
他
総
勢
50
名
以
上
の

大林宣彦監督「転校生」の 
　　　　撮影がありました！

ス
タ
ッ
フ
が
病
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
は
診
察
終
了
後
の
外
来
部
門
や

休
日
の
入
院
病
棟
で
行
わ
れ
、
時
に
深

夜
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
悪
天
で
あ
れ
ば
延
期

と
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
夕
陽
の

撮
影
も
一
発
Ｏ
Ｋ
。
夕
暮
れ
の
シ
ー
ン

は
前
作
で
も
印
象
的
に
扱
わ
れ
て
お

り
、
市
民
病
院
か
ら
見
え
る
夕
陽
が
ど

の
よ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
る
の
か
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

院
内
で
の
本
格
的
な
撮
影
に
協
力
す

る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
患

者
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ

で
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
病
院
全
体
を

あ
げ
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
、
大
林
監

督
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
と
記
念
の
色
紙

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
編
は
今
夏
公
開
予
定
と
の
こ
と
で

す
。
大
林
監
督
の
手
に
よ
っ
て
美
し
く

切
り
取
ら
れ
た
長
野
の
風
景
が
、
そ
し

て
驚
き
と
感
動
の
結
末
が
期
待
さ
れ
る

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。

○期 日　　平成19年３月10日（土）　12時30分～
○場 所　　若里市民文化ホール（ビッグハット隣り）
○催 し　　12時30分～14時00分　医師・看護師・薬剤師・管理栄養士による健康相談、血圧測定、体脂肪測定、
　　　　　　　　　　　　　　　ミニドック、実技指導など
 14時00分～14時30分 講演　「肺がんの診断と治療戦略」
  講師　長野市民病院　呼吸器科統轄科長　平井一也　先生
 14時30分～15時00分 講演　「肺がんの外科治療」
  講師　長野市民病院　呼吸器外科統轄科長　西村秀紀　先生
 15時15分～16時15分 講演　「がんの予防：がんになりやすい人　なりにくい人」
  講師　国立がんセンター　がん予防・検診研究センター
  　　　予防研究部長　津金昌一郎　先生

第３回長野市民病院市民健康講座のご案内

　長野市民病院では第３回市民健康講座を開催いたします。多数の皆さまのご来場をお待ちいたしております。

問長野市民病院　総務課　蘂026-295-1199

入場無料
申込不要
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退院患者さま「満足度調査」結果報告書

　当院患者サービス向上委員会では、10月16日㈪から11月5日㈰までの21日間に退院された入院患者さまを対象に、
「満足度調査」を実施いたしました。ご回答いただきましたアンケートの数は98枚で、調査結果は次のとおりでした。
アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。

患者サービス向上委員会

【総　評】

　総じて満足度は高い傾向（93.1／100点）にあり、ご回答いただきました患者さまには、当院の医療水準や接遇、
施設面に概ね満足いただけたご様子でした。一方、ご不満のワースト３は、食事（16.3％）、室温空調（12.2％）、
手洗洗面所の不清潔（12.2％）でした。
〔食事、室温空調、手洗洗面所に対するご不満への対応について〕
　食事のご要望につきましては、引き続き患者さまのご意見をお聴かせ下さい。なお、室温空調につきましては、
既存病棟では構造上の理由から部屋ごとの調節ができずご迷惑をおかけしておりますが、新築病棟では調節可能
となります。また、手洗洗面所の清掃につきましては、頻繁に巡回するよう改善いたしました。
　当院は、今後も患者さまからのご意見をもとに、患者さまの満足度向上に一層努めて参ります。
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　 堀 内 医 院 　 院長　堀内　訓　医師
（長野市吉田5-10-32）

さとし

登登登

録録録

医

紹

介

医

紹

介

医

紹

介

No. 9

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
十
五
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆

紹
介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の堀内先生は、小さな頃から医師であるお父
様の背中を見て育ったため、医師という仕事に自然
に興味を持つようになったそうです。北里大学医学
部をご卒業後、同医局に入局され、東京・神奈川・
栃木の大学病院や診療所で勤務されました。そし
て、平成 3 年 9 月に長野市に戻り、お父様の医院を
受け継がれました。
　先生の専門は整形外科で、患者さんにはスポーツ
をしていて身体を痛めたという方も多いそうです
が、先生はスポーツがお好きで専門用語がわかり、
ケガをした時の詳しい状況を把握することができ
るため、患者さんの状況や要望に適した解決方法を
見つけることができるのが強みであり、喜びでもあ
るそうです。
　ケガなどが治って感謝された時や、患者さんが悩
んでいることに合った解決方法を見つけたときな

どは、医師になって良かったと感じるそうです。先生
はとても相談しやすい雰囲気をもった、非常に温かく
頼れる医師という印象を受けました。
　また、長野でプロ野球の試合がある時は、スポーツ
ドクターの仕事をすることもあるそうで、院内には数
多くの一流選手達と一緒に撮った写真やサインが飾ら
れていました。

お
見
舞
い
の
人
が
自
由
に
出
入
り
で

き
る
の
は
い
い
の
で
す
が
、
朝
か

ら
大
人
数
で
来
て
、
賑
や
か
だ
っ
た
り
、

遅
く
ま
で
話
し
て
い
た
り
…
。
夜
中
病
ん

で
や
っ
と
寝
付
い
た
人
も
い
る
の
に
…
。

見
舞
許
可
の
時
間
中
は
仕
方
な
い
け
れ
ど

制
限
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
言
う
に
言

え
な
い
患
者
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
。
い
ま

だ
に
携
帯
電
話
を
病
室
の
廊
下
等
で
平
気

　

市
民
病
院
で
は
、
開

院
以
来
、
外
来
・
入
院

の
患
者
さ
ま
、
お
見
舞

い
等
の
皆
さ
ま
か
ら

様
々
な
ご
意
見
ご
要
望

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見

を
集
約
し
て
職
員
に
回

覧
。
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
改
善
、
検
討
を
加
え

て
お
り
ま
す
。
最
近
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の

みなさまの声みなさまの声みなさまの声
　

去
る
12
月
11
日
㈪
、
教
育
研
修
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
初
め
て
の
「
院
内
研
究

発
表
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
当
院
の
職
員
が
学
会
等
で
対
外
的
に

発
表
し
た
研
究
内
容
を
、
職
員
に
向
け
て

再
び
披
露
す
る
機
会
を
通
じ
て
、
職
員
全

体
の
研
修
に
資
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
も
の
で
す
。
当
日
は
実
に
140
名
を
超
え

る
大
勢
の
職
員
が
集
ま
り
、
日
頃
あ
ま
り

触
れ
る
こ
と
の
な
い
他
部
門
の
ス
タ
ッ
フ

の
研
究
成
果
を
興
味
深
く
聴
い
て
い
ま
し

た
。
同
委
員
会
で
は
、
今
後
も
こ
の
発
表

会
を
企
画
実
施
し
、
職
員
の
資
質
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
発
表
及
び

演
者
は
次
の
と
お
り
（
計
６
題
）
で
す
。

・「
褥
そ
う
・
栄
養
管
理
と
臨
床
検
査
」

　
　
（
臨
床
検
査
科　

小
林
宏
正
主
査
）

・「
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
に
携
帯
電
話
が
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
」

　
　
（
診
療
放
射
線
科　

鈴
木
正
志
技
師
）

・「
災
害
時
に
お
け
る
携
帯
IP
サ
ー
ビ
ス

の
有
効
性
と
そ
の
応
用
」

　
　
（
施
設
管
理
課　

高
野
与
志
哉
主
査
）

・「
膵
胆
道
が
ん
の
生
検
・
細
胞
診
」

　
　
（
消
化
器
科　

長
谷
部
修
統
轄
科
長
）

・「
が
ん
化
学
療
法
に
伴
う
好
中
球
減
少
症

に
対
す
る
G
・
Ｃ
Ｓ
F
製
剤
の
適
正
使
用
」

　
　
（
薬
剤
科　

町
田
典
子
薬
剤
師
）

・「
急
性
期
病
院
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
の
活
動
状
況
」

　
　
（
看
護
部　

横
川
史
穂
子
看
護
主
任
）

院
内
研
究
発
表
会

の
中
か
ら
選
ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と

も
叱
咤
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。
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職
場
紹
介

で
病
人
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
は
思
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
間
と
は
い
え
勤
務

時
間
の
は
ず
で
、
こ
の
よ
う
な
非
常
識
な

方
は
２
人
だ
け
だ
と
信
じ
た
い
で
す
。
い

つ
も
昼
間
は
と
て
も
対
応
が
い
い
の
に
残

念
で
す
。 

（
外
来
患
者
）

▪
回
答　

大
変
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
勤

務
の
最
中
に
ご
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
の
は
遺
憾
に
思
い
ま
す
。
受
診

さ
れ
て
い
る
方
に
は
無
礼
な
振
る
舞
い
で

す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
指
導
教
育
を
改
め
て
行
い
ま
す
。

ラ
ウ
ン
ジ
の
窓
側
に
で
き
れ
ば
花

（
造
花
）
を
飾
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
分
が
滅
入
っ
て

い
る
と
き
な
ど
、
と
て
も
気
分
が
楽
に
な

り
ま
す
。 

（
入
院
患
者
）

▪
回
答　

ご
要
望
の
花（
造
花
）の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
こ
り
だ
ま
り
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
た
い
と
い
う
衛
生
上
の

観
点
か
ら
、
現
在
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
願
い

し
ま
す
。

臨 

床 

心 

理 

士

　

臨
床
心
理
士
と
は
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い

職
種
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
心
の
ケ
ア
の

専
門
職
と
し
て
病
院
を
は
じ
め
教
育
、
福

祉
、
司
法
、
産
業
な
ど
様
々
な
領
域
に
配

置
さ
れ
て
お
り
、
臨
床
心
理
学
を
は
じ
め

と
し
た
心
理
学
の
知
識
や
諸
技
法
を
生
か

し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。当
院
で
は
、

平
成
10
年
か
ら
小
児
科
に
臨
床
心
理
士
１

名
が
配
置
さ
れ
、
医
師
の
指
示
の
元
で
、

心
理
検
査
や
発
達
・
知
能
検
査
、
心
理
療

法（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
の
延
べ

相
談
件
数
は
、
１
０
０
０
件
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
時
間
は
1
件
に
つ
き
約

1
時
間
お
取
り
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら
れ
た
空
間
で
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
問
題
は
自
分
で
解
決
し
た
い
、

人
に
心
の
問
題
を
話
す
の
は
気
が
引
け

る
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ひ
と
り
で
重

荷
を
抱
え
た
ま
ま
長
く
苦
し
む
こ
と
が
誰

し
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
話

す
こ
と
や
何
か
の
形
で
気
持
ち
を
表
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
心
が
楽
に
な
り
、
自
分

本
来
の
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
る
い
は
人
と
話
す
こ
と
で
今
ま
で

と
は
違
っ
た
視
点
が
得
ら
れ
た
り
す
る

と
、
思
い
も
よ
ら
な
い
解
決
法
や
新
た
な

力
を
自
分
の
中
に
発
見
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
や
考
え

の
整
理
に
、
守
ら
れ
た
空
間
の
中
で
時
間

を
か
け
て
お
付
き
合
い
し
て
い
く
（
共
同

作
業
す
る
）
の
が
臨
床
心
理
士
の
役
割
と

も
い
え
ま
す
。

　

臨
床
心
理
士
は
私
1
人
で
す
が
、
小
児

科
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
、
小
児
科
医
師
を
は
じ
め
他
職

種
の
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
働
け

る
こ
と
を
と
て
も
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ

の
「
そ
の
方
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
患
者
さ
ま
と
「
共
に
あ
る
」
よ
う
な

臨
床
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

北
澤　

早
苗

で
使
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
（
見
舞
い
に

来
た
人
）。
患
者
同
士
で
は
言
え
な
い
事

な
の
で
も
っ
と
病
院
側
で
注
意
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。 

（
お
見
舞
い
患
者
）

▪
回
答　

ご
指
摘
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
気
を
付
け
て

お
り
ま
す
が
、
目
が
行
き
届
か
な
い
こ
と

も
あ
り
配
慮
が
行
き
届
か
ず
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。」

三
十
分
ご
と
に
下
剤
を
飲
み
、
最
後

に
確
認
の
便
の
状
況
を
看
護
師
に

見
て
も
ら
う
場
合
、
ど
う
し
て
も
場
所
・

施
設
が
間
に
合
わ
な
い
状
況
で
あ
る
。
改

善
を
お
願
い
し
た
い
。 （
検
査
受
診
の
方
）

▪
回
答　

ご
指
摘
の
ト
イ
レ
、
呼
出
し
ベ

ル
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
設
備
改

修
等
を
行
う
こ
と
は
場
所
の
確
保
や
電
気

工
事
等
が
困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
来
春

に
開
設
予
定
の
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
改
善

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
し
ば
ら
く

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夜
間
救
急
外
来
に
か
か
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
医
師
２
名
、
看
護

師
２
名
が
当
番
で
し
た
が
、
医
師
１
人
と

看
護
師
が
ず
っ
と
私
語（
病
院
の
こ
と
等
）

を
し
て
お
り
、
ふ
ざ
け
て
い
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。
患
者
に
対
す
る
態
度
も
意
地
悪
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381̶8551　長野市富竹1333̶1
TEL　026－295－1199　　FAX　026－295－1148
ホームページ　　http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

財団法人　長野市保健医療公社

長野市民病院
■発行人：長

なが

田
た

敦
あつ

夫
お

■編　集：長野市民病院
　　　　　　広報誌編集委員会

医
師
人
事
異
動

外 来 診 療 担 当 日 一 覧
○印は初診担当です

長野市民病院
平成19年１月15日現在

＊
退
職
・
十
二
月
十
五
日
付

　
　

脳
神
経
外
科
科
長　

徳
重　

一
雄

（
小
諸
厚
生
病
院
へ
）

外来診療担当表は、１月15日現在で作成されております。担当医師が
変更となっている場合もございますので、お問合せ下さい。


